
企業事業所同和・人権啓発基本方針 H20.6

第３次就労支援計画 R4.9

住居表示整備事業推進計画 H28.1

湖南農業振興地域整備計画　H29.5

森林整備計画 H30.3

産業振興ビジョン　R２.7

市営住宅整備計画 H31.3

公営住宅等長寿命化計画 H31.3

建築物耐震改修促進計画 R3.3

空家等対策計画 H29.3

空家等対策計画実施計画 Ｒ2.3

立地適正化計画　H29.3

公園長寿命化計画　H29.3

道路整備計画 Ｒ2.3

橋梁長寿命化修繕計画 Ｒ2.3

舗装修繕計画  H30.3

都市計画マスタープラン R3.3

活気あるまちをつくろう

景観計画 H28.12

社会資本総合整備計画（都市政策課）R2.2

～産業が集まり、人が集うまちづくり～



<組織目標>

氏名
部局名 総務部

部（局）の役割

活気あるまちをつくるために

◆市街地・住環境の整備を図ります。
・わかりやすい住居表示の整備に努めます。



<部門方針シート>

所属 総務部 職名 部長 氏名 西岡　嘉幸

番号 重点課題と実行方針

1

課題 住居表示の実効性の確認および整理ならびに事業の推進

実行方針
「湖南市住居表示整備事業推進計画」と地域住民の要望に沿った事業推進を図ります。

課題

実行方針

課題

実行方針

課題

実行方針

課題

実行方針



<組織目標>

氏名

部（局）の役割

部局名 都市建設部

活気あるまちをつくるために

◆都市としての持続的な成長を支え、市民が安全で安心して生活を営むことが出来るまちづくりを目指し、市民のニーズ、社会の動向を的確につか
みながら果たすべき役割を市民の視点に立って必要性や緊急性の高い事業を重点的に取り組みます。

◆駅を中心とした駅周辺整備、地域の利便性を高める道路整備、橋梁修繕、市営住宅修繕、空き家対策など市民と協働によるまちづくりを推進し
ます。

◆公共交通の利用促進に向けて市民への意識啓発を継続的に取り組むとともに、観光資源、様々なイベントとの連携を行い、交通結節点などとの
バスネットワークの整備を進め、さらに平均乗車密度の低いコミュニティバス路線においては、予約制小型乗合自動車の実証実験を行い、利便性
の向上や移動支援の充実を図ります。



<部門方針シート>

竹内　範行所属 都市建設部 職名 部長 氏名

番号 重点課題と実行方針

1

課題 橋梁の長寿命化を図るため点検、維持管理を行い健全性を確保します。

実行方針
道路法に基づき定期的な橋梁点検業務を発注し、健全度の判定で得られた知見を修繕施工、維持管理に反映し、長寿命
化修繕計画との整合性を図りながら着実に進めていきます。橋梁法定点検の結果、構造物の機能に支障が生じる可能性
があると判定された健全度Ⅲの橋梁２橋の修繕工事を行います。

5

課題 少子高齢化が進む中で、深刻化する空き家等がもたらす諸問題に取り組みます。

実行方針
空き家対策を推進するため、空き家相談の総合的な窓口「湖南市空き家サポートセンター」において、危険空き家の除去支
援や空き家バンクの運営、空き家サポート事業に取り組みます。

4

課題 市営住宅のライフサイクルコスト縮減をめざし計画的に長寿命化に取り組みます。

実行方針
住宅確保配慮者が安心して暮らせる住環境とするため、市営住宅整備計画に基づき、茶釜団地A棟の長寿命化対策工事
（開口部改修）を実施します。

2

課題 安心して暮らせる社会基盤の道路整備（交通安全対策）を促進します。

実行方針
交通安全対策として、市道狐谷線、桐山１号線及び三雲畑線の歩道新設に向けて、用地購入や建物の補償交渉、法令手
続き等を行い早期の工事着手をめざします。また、通学路をはじめとする安全施設の新設、修繕工事を実施します。

3

課題 国、県における道路・河川等の整備の遅れや未改修区間の早期解消を図ります。

実行方針
当該地域における道路、河川等整備状況に応じ、関係機関や近隣市町と連携、調整を図り、協議会や期成同盟会を通じ、
積極的に要望活動を行い、早期の事業化をめざします。



番号 重点課題と実行方針

6

課題 まちの中心核・交流拠点である石部駅及び三雲駅周辺整備事業の推進を図ります。

実行方針
石部駅南北線自由通路及び石部駅改良に関する基本協定に基づき実施される駅舎改築及び自由通路整備において、段
階的に必要となる付帯工事を実施し、石部駅周辺整備の適正かつ円滑な進捗を図ります。また、三雲駅周辺整備事業で
は道路整備工事を実施し、駅南側市有地の利活用を図ります。

7

課題 安心して暮らせる基盤づくりとして公共交通の充実を図ります。

実行方針
効率的で利便性の高い交通ネットワークの構築とともに、コミュニティバスの利用促進に取り組みます。また、コミュニティバス
の平均乗車密度の低い３路線について、予約制小型乗合自動車の実証運行を行います。

課題

実行方針

課題

実行方針

課題

実行方針



<組織目標>

氏名
部局名 環境経済部

部（局）の役割

活気あるまちをつくるために

◆市の総合計画、総合戦略および産業振興ビジョンのもと、地域の特性を生かした産業振興に取り組みます。市民の雇用の安定と中小企業への
支援や企業誘致の優遇施策の活用により、地域商工業の振興に努めます。また、新型コロナウィルス感染症により悪影響を受けた市内の経済回
復のための対策として、国、県等の対策を踏まえつつ、実効性の強い経済対策を行います。

◆就労支援については、第三次就労支援計画を改定するとともに、引き続きマッチングや資格講座等の就労促進のための取組を実施します。

◆農業の振興については、「農業振興地域整備計画」や「人・農地プラン」に基づく、強い地域農業の推進を目指し、担い手への農業集積を図り、
経営の複合化や6次産業化を推進して農業経営の向上を図ります。また、魅力発信拠点施設(HAT)、チャレンジ農園および市民産業交流促進施
設(ここぴあ)を核として市内の農家の裾野を広げていく取組を行います。

◆ウツクシマツの保護と育成については、保存活用計画を踏まえ、捕植をはじめ、行政と地域が一体となって保存に取り組める体制を構築するとと
もに、観光活用についても一定の方向性を打ち出します。また、保護事業についても、保存活用計画に基づき、適期に実施して自生地の再生を目
指します。

◆農業用水路の長寿命化を図るため、計画的な改修整備を進めるとともに、危険性の高い防災重点ため池の改修や廃池など、防災減災対策を
進めます。



<部門方針シート>

4

課題 農業用水路、ため池等の長寿命化と防災減災対策を行います。

実行方針
岩根東部・西部地区の農業用排水施設の長寿命化を図るため、改修工事を計画的に進めます。ため池については、老朽
化など耐震性機能がない危険性の高い防災重点ため池の改修を計画的に行います。

課題

実行方針

2

課題 第三次湖南市就労支援計画を推進します。

実行方針
計画に基づき、「雇用と就労」ができるまちづくりを目指すと共に、多くの人が働き、自立し、自己実現を図ることにより、活力
のある社会の確立を目指します。

3

課題 天然記念物　平松のウツクシマツ自生地内に生息する松の保護と育成を行います。

実行方針
天然記念物　平松のウツクシマツ自生地の保全について、策定した保全活用計画に基づき、地上散布、下草刈りなどの保
護事業を実施すると共に、自生地の再生を目指すための補植生育研究を進めます。

番号 重点課題と実行方針

1

課題 新型コロナウィルス感染症の影響で打撃を受けた市内経済の回復を図ります。

実行方針
市内消費につながる施策を展開します。また、三大まつりや湖南三山めぐりなどの誘客を図り、市の観光入込客数について、
前年比10％増の573,000人をめざします。

所属 環境経済部 職名 部長 氏名 加藤　良次



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

地籍調査推進率 18.41% 20.0%

令和3年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

18.54%

関連計画：湖南市都市計画マスタープラン、湖南市産業振興ビジョン、湖南市立地適正化計画、湖南市景観計画、

湖南市住居表示整備事業推進計画、湖南市市営住宅整備計画、湖南市建築物耐震改修促進計画、湖南市空家等対策計画

活気あるまちをつくろう
～産業が集まり、人が集うまちづくり～

１. 市街地・住環境の整備

令和4年度

安心で安全な住みやすいまちを
計画的につくろう



１. 市街地・住環境の整備 部（局）名

●都市機能の集約化等コンパクトなまち

   づくりの推進

●防災対応、ユニバーサルデザインに配

   慮した公共施設の整備充実

●立地特性を生かした民間活力誘導の促進

都市建設部・環境経済部・上下水道事業所

都市計画の推進と市街地の整備 湖南市都市計画マスタープランに基づき、生活の利便性を
向上させる土地利用を推進するとともに、人口減少社会を
見据え、湖南市立地適正化計画に基づく都市機能の集約
化を推進しています。

人口減少社会のなかで、居住誘導区域内の人口密度の
維持等定量的な目標値に限らず、魅力あるまちづくりをめ
ざして様々な視点から都市像を見据える必要があります。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 企業や新規起業者の誘致
を行い、企業立地を促進す
るとともに、プロフェッショナ
ル人材の確保と育成が求め
られています。

・わかりやすい創業塾を開催
し創業者を育成

立地特性を生かした民間活
力誘導の促進

【都市政策課】 都市計画の見直しや農業
施策との整合性、民間との
調整を得ながら土地利用に
おける熟度性をはかる必要
があります。

都市計画法に基づく区域区
分および用途地域による誘
導を基本としつつ、諸計画に
位置づけのあるものについて
は、市街化調整区域におけ
る地区計画制度の活用を検
討する。

立地特性を生かした民間活
力誘導の促進

【都市政策課】
年齢、性別、国籍、障がい
の有無などを問わず、出来
るだけ多くの人が利用できる
石部駅舎の改築を行いま
す。

・ユニバーサルデザインに配
慮した石部駅舎の改築工事

防災対応、ユニバーサルデ
ザインに配慮した公共施設
の整備充実

【都市政策課】 JR草津線3駅周辺を「中心
拠点」、都市計画マスター
プランに掲げる地域生活拠
点を「地域拠点」として位置
づけ、さらに生活の利便性
を高める方向を目指しま
す。

立地適正化計画に基づく一
定規模の行為を行う事業者
への届出制度により、緩や
かなコントロールを行う。

都市機能の集約化等コンパ
クトなまちづくりの推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



１. 市街地・住環境の整備 部（局）名

●景観づくりの情報提供等意識啓発の促進

●重点地区を中心とした市民主体の景観づ

   くり活動への支援

●景観に配慮した公共施設の整備

都市建設部

良好な景観の形成 景観重点地区である野洲川親水公園ではボランティアによ
る樹木の手入れやプランターの設置、また、三雲および石
部地域旧東海道沿道地区ではまちづくり協議会との協働に
より景観形成を推進しています。

景観資源を最大限に生かし、市民・事業者・行政が協働し
て地域の魅力を高める景観づくりが必要です。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【都市政策課】 湖南市景観計画に基づき
適切な指導に努め、公共施
設整備のガイドラインに沿っ
て、公共施設についても景
観を含めた誘導を図る必要
があります。

・景観に配慮した石部駅舎
の改築工事および駅前広場
整備工事景観に配慮した公共施設の

整備

【都市政策課】 景観形成基準を策定するこ
とができ、その内容に基づい
た届出を受け付けており、
適正な審査を行う必要があ
ります。

・東海道統一案内看板作成
の支援
・景観計画に関わる届出審
査

重点地区を中心とした市民
主体の景観づくり活動への
支援

【都市政策課】 ・屋外広告物については一
定の周知が図れています。
・景観計画の重点地区につ
いては、届出件数が増加し
ており、一定の周知が図れ
ています。

・景観計画に関わる届出審
査
・屋外広告物条例、景観計
画の周知

景観づくりの情報提供等意
識啓発の促進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



１. 市街地・住環境の整備 部（局）名

●地区計画や都市計画提案制度等の地域の

   特性・意向を踏まえた創意ある市街地形成

●住居表示整備の推進

●生活環境等に配慮した住宅開発の推進

●地域連携による地籍調査の推進

●適切な開発誘導の推進

都市建設部・総務部

住環境の整備・地籍調査の実施 市民の生活環境等への配慮を行った上で、地域の特性を
生かせる制度を積極的に活用し適切な住環境の整備を行
い、市民にとって住みやすい良好なまちづくりを推進してい
ます。

住みやすい良好なまちづくりを実現するために、市民の意
向を尊重しながら、計画的に各種事業を進めていくことが
必要です。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【都市政策課】 JR草津線3駅周辺を「中心
拠点」、都市計画マスター
プランに掲げる地域生活拠
点を「地域拠点」として位置
づけ、さらに生活の利便性
を高める方向を目指しま
す。

都市計画法に基づく区域区
分および用途地域や、立地
適正化計画に基づく一定規
模の行為を行う事業者への
届出制度により誘導・推進
する。

生活環境等に配慮した住
宅開発の推進

【都市政策課】 筆界未定となった筆につい
ては、未完了箇所となり、災
害復旧事業を行う際に影響
が生じる可能性があります。

・地籍調査

地域連携による地籍調査の
推進

【市民課】 「湖南市住居表示整備事
業推進計画」の見直し検討
が必要です。

地域住民の要望に沿った計
画の見直しと、諮問機関で
ある「湖南市住居表示審議
会」の開催

住居表示整備の推進

【都市政策課】 都市計画の見直しや農業
施策との整合性、民間との
調整を得ながら土地利用に
おける熟度性をはかる必要
があります。

事業者等からの要望や提案
があれば、ケースごとに対応
を検討する。地区計画や都市計画提案

制度等の地域の特性・意向
を踏まえた創意ある市街地
形成

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【都市政策課】 今般の法令改正により、災
害リスクの高い区域におけ
る開発が抑制されることとな
り、土砂災害警戒区域、急
傾斜地崩壊危険区域、浸
水ハザードエリア等での取り
扱いに注意が必要。。

立地適正化計画に基づく一
定規模の行為を行う事業者
への届出制度により、緩や
かなコントロールを行う。

適切な開発誘導の推進



１. 市街地・住環境の整備 部（局）名

●住宅耐震診断・耐震改修の啓発・支援

●住宅の健康被害に関する情報提供と相

   談体制の充実

●空き家の適正管理および利活用の促進

●管理不全空家・特定空家に対する法に

   基づく助言・指導等

●市民の安全を脅かす構築物の撤去への

   支援

都市建設部・健康福祉部

住宅環境改善の支援 地震による建築物の倒壊等の被害から市民の生命・財産
を守るため、住宅耐震化率の向上に取り組むとともに空き
家サポートセンター「あきやナクス」を拠点として相談窓口
の一元化、発生予防啓発や管理サポート等の空き家の適
正管理を推進しています。

住宅の耐震化率を向上させるには、継続的な啓発活動に
よる耐震対策の意識付けや改修補助金等の支援が必要
です。また特定空家に対しては法に基づき着実な指導を行
うとともに市街化調整区域内の利活用可能な空き家の用
途制限について調整を重ねていくことが必要です。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【住宅課】 危険な空家に対し、特定空
家の認定を進め、所有者に
対し除却指導を進める必要
があります。

・特定空家の除却を促進す
るため、特定空家等除却支
援補助金を交付管理不全空家・特定空家に

対する法に基づく助言・指
導等

【住宅課】 適切な管理が行われてい
ない空き家等における防
災、衛生、景観等の地域住
民の生活環境に及ぼす諸
問題が年々深刻化していま
す。

・空き家に関する総合窓口
空き家サポートセンターあき
やナクスを開設空き家の適正管理および利

活用の促進

【健康政策課】 健康被害を含め、各種健
康に関する相談窓口等の
周知が必要です。

・こころとからだの健康相談
・広報こなん、市HPでの周
知住宅の健康被害に関する

情報提供と相談体制の充
実

【住宅課】 湖南市建築物耐震改修促
進計画に基づき、令和7年
度までに住宅耐震化95％
を目指し、積極的な普及啓
発・耐震化を支援する施策
展開が必要です。

・木造住宅耐震診断員派遣
事業および木造住宅耐震改
修概算費作成事業を実施
し、未耐震建築物に対し木
造住宅耐震改修補助金を
交付

住宅耐震診断・耐震改修
の啓発・支援

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【土木建設課】 地震災害におけるブロック
塀の倒壊事故被害を防止
するため、地震に強い安全
なまちづくりを推進します。

・道路に面したブロック塀の
撤去を実施する者に対して
一定の補助金を交付市民の安全を脅かす構築

物の撤去への支援



１. 市街地・住環境の整備 部（局）名

●高齢化社会に対応したユニバーサルデ

   ザイン化の推進

●長寿命化・個別改善・建替え

都市建設部

公営住宅環境の整備 公営住宅については、適切な維持管理と湖南市市営住宅
整備計画に基づいた長寿命化に資した改善やバリアフリー
化等の個別改善を推進しています。

多様化する住宅確保要配慮者に対応した公営住宅の長
寿命化や居住性向上を目的とした個別改善、民間活用、
市営住宅の建替えを計画的に進めることが必要です。

施策5



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【住宅課】 ライフサイクルコストを縮減
するため、計画的かつ着実
な長寿命化改修が必要で
す。

・湖南市公営住宅等長寿命
化計画に基づき市営住宅茶
釜団地長寿命化改修工事
を実施

長寿命化・個別改善・建替
え

【住宅課】 高齢化率が高まる中、介護
等に対応したバリアフリー住
宅の改修を進める必要があ
ります。

・湖南市公営住宅等長寿命
化計画に基づき実施

高齢化社会に対応したユニ
バーサルデザイン化の推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



１. 市街地・住環境の整備 部（局）名

●火葬需要に対応したサービスの向上

●火葬場および霊園の適切な整備および

   維持管理

環境経済部

火葬場の整備、
霊園・墓地の適正管理

火葬場である湖南市浄苑では適切な市民サービスを行う
とともに、ペット等についても動物の個別火葬を行い、御骨
を持ち帰ることができるサービスも展開しています。

高齢化社会が進む中、火葬需要の増加が見込まれるた
め、受入設備の定期的な保守点検とともに計画的な更新・
維持修繕が必要です。

施策6



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【環境政策課】 火葬場および霊園の適切
な整備および維持管理が
必要です。

・霊園・墓地の適正管理

火葬場および霊園の適切
な整備および維持管理

【環境政策課】 高齢化社会が進む中、火
葬需要の増加が見込まれ
るため、受け入れ設備の定
期的な保守点検とともに計
画的な更新・維持修繕が必
要です。

・火葬炉設備補修等工事の
実施
・ペット等動物火葬、御骨を
持ち帰ることができるサービ
スの実施

火葬需要に対応したサービ
スの向上

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

市道の整備延長 325,540ｍ※１ 327,422ｍ

老朽化橋梁の点検数 197橋 206橋

令和２年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

517.5ｍ

47橋

関連計画：湖南市都市計画マスタープラン、湖南市道路整備計画、橋梁長寿命化修繕計画、湖南市舗装修繕計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

２. 道路網・河川の整備

令和4年度

※１ 基準値は平成30年度の道路台帳の値　※２ 令和元年度の値

安全で渋滞のない道路や
大雨が降っても

危険のない河川をつくろう



２. 道路網・河川の整備 部（局）名

●湖南市道路整備計画の着実な推進

●高規格道路を活かした地域幹線道路の

   整備促進

●交通渋滞、野洲川による地域分断の解

   消等課題解決に向けた道路整備を促進

●道路・橋梁の安全性確保のための定期

   点検および更新・長寿命化を含めた維

   持管理

都市建設部

幹線道路の整備と管理 国道１号等の高規格道路の整備により、市内の交通が大
きく変化しているため、安全で快適な交通体系の確立に向
けて滋賀県道路整備アクションプログラムとの整合を図りな
がら、湖南市道路整備計画を着実に推進しています。

南北および東西地域交流軸の強化をはじめ、市全体の体
系的かつ将来を見据えた道路ネットワークの形成をめざし、
安全性や利便性に配慮しながら、計画的に推進していくこ
とが求められています。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

主要地方道３路線の渋滞
緩和と安全対策の早期実
現に向けて、県や地元と調
整を図りながら取り組んでい
ます。

・新中郡橋新設（竜王石部
線）、草津伊賀線の歩道設
置と三雲西交差点の改良、
石部草津線の石部交差点
改良の事業化に向けて県に
要望

交通渋滞、野洲川による地
域分断の解消等課題解決
に向けた道路整備を促進

【土木建設課】

【土木建設課】
国道１号バイパスの２車線
区間で慢性的な渋滞が発
生しているため、地域高規
格道路甲賀湖南道路整備
促進期成同盟会、主要地
方道草津伊賀線促進期成
同盟会並びに滋賀県国道
連絡会を通じて国・県に対
して早期改修の要望をして
います。

・国道１号バイパスの４車線
化の早期実施に向けて要望
活動を継続高規格道路を活かした地域

幹線道路の整備促進

【土木建設課】 令和元年度に湖南市道路
整備計画の2回目の改訂し
ました。今後、当該計画書
で計画をしている道路計画
について、出来る限り予算
確保をして事業を進めてい
きます。

・市道桐山１号線歩道整備
・市道狐谷線歩道整備
・市道三雲畑線歩道整備
（保安林解除申請及び修正
設計業務を実施予定）

湖南市道路整備計画の着
実な推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【土木建設課】 今後、老朽化を迎える橋梁
や舗装修繕等について、計
画的に修繕・更新を進めて
いく中で、国費、市財が逼
迫し、橋梁等に必要な修繕
費が確保できない恐れがあ
ります。

・橋梁定期点検業務

道路・橋梁の安全性確保の
ための定期点検および更
新・長寿命化を含めた維持
管理



２. 道路網・河川の整備 部（局）名

●地域の実情に応じた市道整備・改良

●生活道路の安全性、利便性の確保

都市建設部

生活道路の整備と管理 生活道路では、幹線道路の慢性的な渋滞等により通過車
両が進入してくることから、渋滞緩和対策とあわせて生活
者主体の道路として安全性に優れた道路整備を推進して
います。

居住者や通学児童・生徒の安全性、利便性に配慮した生
活道路の整備を行うことが必要です。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

成果 今後の方向性

【土木建設課】 道路整備計画を基に整備
していく中で、平成27年２月
に立ち上げた交通安全プロ
グラム推進協議会から上
がってくる歩道整備と連携し
ながら、道路の拡幅や歩道
整備等を進めていきます。

・市道桐山１号線及び狐谷
線については用地交渉等、
三雲畑線については保安林
解除申請等を実施

生活道路の安全性、利便
性の確保

【土木建設課】 歩道の未整備路線につい
て、地域の安全対策の課題
を解決するため計画的に実
施します。

・市道桐山１号線及び狐谷
線については用地交渉等、
三雲畑線については保安林
解除申請等を実施

地域の実情に応じた市道整
備・改良

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業



２. 道路網・河川の整備 部（局）名

●市民との協働による維持管理

都市建設部

法定外公共物の管理 地域住民の生活道路である里道および水路の維持管理を
地域と協働で行っています。

地域住民、区、自治会等との協働を一層進める必要があり
ます。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【土木建設課】 地域住民の生活道路であ
る里道や水路の維持管理
を地域との協働により一層
進める必要があります。

・区・自治会が管理する道
路や水路等の整備に対し補
助金を交付し、居住環境の
改善を図る地元の取り組み
を支援

市民との協働による維持管
理

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



２. 道路網・河川の整備 部（局）名

●危険個所の点検、改善による道路のユニ

   バーサルデザイン化

都市建設部

ユニバーサルデザインの推進 地域幹線道路や生活道路では、ユニバーサルデザインの
視点を尊重しながら整備を進めています。

これまでの車優先の道路整備から歩行者の誰もが安心し
て円滑に移動できる、ユニバーサルデザインによる道づくり
が必要です。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【土木建設課】 セミフラット型歩道境界ブ
ロックや透水性舗装の採用
により段差解消や水溜まり
の解消を図ったり、鋼製の
側溝蓋には細目の滑り止め
のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋を採用する
等の対策を講じています。

《新設改良事業…整備済》
・市道吉永山手線、市道甲
西駅美松線道路新設工事危険個所の点検、改善によ

る道路のユニバーサルデザ
イン化

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



２. 道路網・河川の整備 部（局）名

●国・県への的確な要望活動による一級

   河川野洲川の整備促進

●天井川や普通河川の水害未然防止のため

   危険個所への適切な改修整備

都市建設部

河川の整備 一級河川野洲川の改修整備について計画に遅れが生じな
いように、国・県に粘り強く要望するとともに、天井川や普通
河川の危険個所の把握、整備を順次行っています。

一級河川野洲川の未改修区間が多く残されている状況で
あり、護岸の崩壊等の危険性があります。また、天井川や
普通河川の危険個所の早期改修整備が必要です。

施策5



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【土木建設課】 天井川の危険個所を把握
し、早期に適切な改修整備
を行うよう県に要望していき
ます。また、普通河川につ
いても必要に応じて安全対
策を講じていきます。

・県に対して一級河川落合
川及び大砂川の平地河川
化の要望
・市内の普通河川の危険箇
所について必要に応じ安全
対策を実施

天井川や普通河川の水害
未然防止のため危険個所
への適切な改修整備

【土木建設課】 一級河川野洲川に多く残さ
れている竹・木の伐採や浚
渫によって流下能力を確保
できるよう、野洲川改修計
画に沿った実施が図れるよ
う、国・県に粘り強く要望して
いきます。

・野洲川改修促進協議会を
通じて国に対しては野洲川
の国直轄化の要望活動
・県へは一級河川野洲川の
広域河川改修事業が防災・
減災の観点から適正かつ継
続的に実施されるよう要望
活動

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

国・県への的確な要望活動
による一級河川野洲川の整
備促進



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

コミュニティバス乗客数 313,239人 315,500人

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

265,360人

関連計画：湖南市都市計画マスタープラン、湖南市立地適正化計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

３. 公共交通の充実

令和４年度

すべての人が利用しやすい
電車やバスで気軽に
出かけられるようにしよう



３. 公共交通の充実 部（局）名

●関係団体等との連携によるＪＲ西日本

   への継続的な要望活動の推進

●利用客数増加に向けた一体的な取組の

   推進

都市建設部

ＪＲ草津線の複線化の促進 ＪＲ草津線の複線化については、県や沿線市町等と滋賀県
草津線複線化促進期成同盟会を組織し、ＪＲ西日本への
要望活動、利用客の増加のため忍者列車や猿飛佐助のま
ちとしてＰＲを行うなどの取組を行っています。

草津線利用客数は横ばいであることから、利用者数の拡大
に向けた、沿線市町等での２次交通の利便性向上や駅を
中心としたコンパクトシティの推進等の取組と一体的に施策
に取り組むことが必要です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【都市政策課】 新型コロナ過等の影響は大
きく、令和４年３月のダイヤ
改正による減便や、JR発行
の駅等に備える観光ハイキ
ング冊子が縮小され利用促
進事業の周知方法に課題
があります。

・草津線３駅を起点とする観
光ハイキングを検討・実施

利用客数増加に向けた一
体的な取組の推進

【都市政策課】 複線化の第一段階として甲
西駅の行き違い設備を最
重点要望としています。草
津線複線化の実現に向け
ては利用客の増加が必要
です。

・県・関連市町と連携しJR西
日本への要望を実施

関係団体等との連携による
ＪＲ西日本への継続的な要
望活動の推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



３. 公共交通の充実 部（局）名

●ＪＲ石部駅のバリアフリー改修整備の

   推進

●駅ロータリー周辺における環境整備の

   促進

●地域特性に応じた駅周辺のにぎわいの

   創出

都市建設部

駅周辺環境の向上 ＪＲ甲西駅、三雲駅についてはバリアフリーの改修工事が完
了し、石部駅の早期改修に向けた取組を行うとともに、三
駅それぞれのポテンシャルを生かしたまちづくりを推進して
います。

各駅周辺の状況に応じたアクセス道路の整備、公共交通
サービスの強化、情報発信・交流等の環境整備、土地の
有効活用と商業サービス等の機能集積に取り組む必要が
あります。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【都市政策課】 現状の石部駅周辺は利便性や
アクセス性が低く、三雲駅周辺
は土地が有効に活用されてい
ないため、拠点整備と併せて、
にぎわいある駅前づくりを進める
必要があります。

・三雲駅南側周辺整備工事
・三雲駅周辺まちづくり活動支
援
・三雲駅周辺市有地活用方策
の実施

地域特性に応じた駅周辺の
にぎわいの創出

【都市政策課】
現状の石部駅周辺は、北側に
駅前広場やアクセス道路がな
い状態となっているため、駅周
辺の状況や地域のニーズに応
じた環境整備を進めていく必要
があります。

・石部駅南北自由通路整備工
事委託
・市道石原線実施設計業務委
託
・石部駅北側トイレ設計業務委
託

駅ロータリー周辺における環
境整備の促進

【都市政策課】
現状の石部駅周辺は、駅周辺
施設のバリアフリー化が未実施
であるため、子どもから高齢者
まで、誰もが安心して利用でき
る拠点整備を進める必要があり
ます。

・石部駅改良工事委託協定
・石部駅南側整備工事
・石部駅北側整備工事ＪＲ石部駅のバリアフリー改

修整備の推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



３. 公共交通の充実 部（局）名

●市民ニーズや地域づくりの動向に基づく

   サービス改善によるコミュニティバスの

   利用促進

●ＡＩを活用した効率的な公共交通機関に

   よる利便性向上の推進

●地域主体による身近な交通手段確保の取

   組の支援

●地域モビリティ・マネジメントの推進

都市建設部

住民の身近な移動手段の
確保と利用の促進

コミュニティバス「めぐるくん」の利用者が減少しており、市民
ニーズに基づいたサービスを推進しています。また、高齢
者の移動支援事業に取り組む地域まちづくり協議会もあり、
交通弱者への新たなサービスとして実施されています。

効率的で利便性の高い交通ネットワークの構築とともにコ
ミュニティバスの利用実態に応じて、ユニバーサルデザイン
*化や小型バス等によるサービスの改善、市民ニーズに基
づくきめ細やかな対応が求められています。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【都市政策課】 一人ひとりの行動や意識の
問題をはっきりと考えなが
ら、交通政策を展開していく
ということがモビリティ・マネ
ジメントの考え方であり、公
共交通に親しみを持っても
らうことが必要です。

・滋賀県や交通事業者等と
協働しながら、公共交通を
利用した生活習慣や利用マ
ナーについての交通環境学
習を実施

地域モビリティ・マネジメント
の推進

【高齢福祉課】 地域まちづくり協議会が主
体となって主に高齢者の買
い物や受診への同行を行っ
ています。しかし担い手が高
齢化し、地域では次の担い
手不足という課題がありま
す。

・車両借上げ手続き等支援

地域主体による身近な交通
手段確保の取組の支援

【都市政策課】 ＡＩを活用するためのデータ
の蓄積が必要です。

・予約制小型乗合自動車の
実証実験により課題等を把
握し、ＡＩを活用した予約・運
行の検討を実施

ＡＩを活用した効率的な公共
交通機関による利便性向
上の推進

【都市政策課】 限られた車両での巡回運行
のため、利用の多い路線・
少ない路線があり、両路線
ともにサービスを向上できる
かが課題となっています。

・有識者や市民を交え地域
の実情に即したサービスの
実現にするための協議・検
討会を実施

市民ニーズや地域づくりの
動向に基づくサービス改善
によるコミュニティバスの利
用促進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

森林境界明確化実施面積 43.6ha 100.0ha

令和２年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

50.49ha

関連計画：湖南市産業振興ビジョン、湖南農業振興地域整備計画、湖南市森林整備計画、湖南市環境基本計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

４. 農林業の振興

令和３年度

農業や林業を仕事にする人を
増やして、農作物を育て田んぼや
山等のきれいな風景を守ろう



４. 農林業の振興 部（局）名

●生産基盤の整備および維持管理

●自然と共生する魅力ある農業の推進

●地域農業の担い手の育成支援

●農業経営に関する支援

環境経済部

農業環境の整備 野洲川の北側は区画の整った優良な田園風景が形成され
ています。また、世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策
をはじめとする農地の有する多面的機能の発揮に向けた
取組を推進しています。

価値観の多様化を背景に、農業・農村の有する公益的機
能への期待が高まっていることから、今後予想される担い
手の減少・高齢化が進む中、農業施設（水路、ため池、ポ
ンプ場等）を適切に維持していくことが求められています。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【農林振興課】 生産物のさらなる品質向上
が求められています。国際
水準であるGAPの認証取得
を目指します。

・環境保全型農業直接支払
交付金事業

農業経営に関する支援

【農林振興課】 農御者の減少や高齢化に
より担い手が不足してきてい
ます。新たな担い手の確保
が必要です。

・経営開始型農業次世代人
材投資資金事業
・強い農業・担い手づくり総
合支援交付金事業

地域農業の担い手の育成
支援

【農林振興課】 農村環境保全活動に取り
組んでいます。魅力ある農
業をすすめるため継続的な
取り組みが必要です。

・多面的機能支払交付事業

自然と共生する魅力ある農
業の推進

【農林振興課】 既存農業用水路の老朽化
が進んでいます。老朽化し
た水路を補修、改修する必
要があります。

・多面的機能支払交付事業
・農業水路等長寿命化事業

生産基盤の整備および維
持管理

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



４. 農林業の振興 部（局）名

●土地利用調整、優良農地の集積、営農

   活動の協業化等複合生産体制の確立

●経営所得安定対策を進め、農業経営の

   安定や地域特産品目の生産拡大の推進

●中間管理事業による担い手への農地利

   用の集積の推進

●付加価値の高い６次産業化の促進

環境経済部

集落農業の推進 効率的かつ安定的な農業生産と収益性のある経営を進め
るため、集落営農の法人化を推進しています。

経営体としての農家と資産保有的・生きがい的な農家の分
化が一層進むと見込まれます。農地の合理化、生産コスト
の低減により農業経営の基盤強化を進めながら、集落営
農を基礎とした法人化をめざすことが必要です。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【農林振興課】 作物を販売するにあたり付
加価値を付ける必要があり
ます。６次産業化に取組む
必要があります。

・農業振興関係事業補助金
を活用し、伝統野菜を中心
とした加工販売の推進付加価値の高い６次産業

化の促進

【農林振興課】 担い手不足しています。農
地を集積し作業効率を上げ
る必要があります。

・農地中間管理事業を活用
した農地利用集積

中間管理事業による担い手
への農地利用の集積の推
進

【農林振興課】 弥平唐辛子、下田なす等、
伝統を野菜や園芸作物の
生産拡大に取組んでいま
す。引き続き生産拡大に取
組む必要があります。

・伝統野菜等市場創出事業
を実施し生産を拡大

経営所得安定対策を進
め、農業経営の安定や地域
特産品目の生産拡大の推
進

【農林振興課】 担い手不足しています。農
地を集積し作業効率を上げ
る必要があります。

・農地集積事業により、農地
を集約し生産体制を強化

土地利用調整、優良農地
の集積、営農活動の協業
化等複合生産体制の確立

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



４. 農林業の振興 部（局）名

●体験型農園の活用による集客強化

●特色ある商品の品揃えの強化

●施設の情報発信を強化

●地産地消の推進

環境経済部

みらい公園湖南の利用促進 第１次、第２次、第３次産業を融合し「未来を創造する」た
めの拠点である「みらい公園湖南」の市民産業交流促進施
設「ここぴあ」と魅力発信拠点施設「ＨＡＴ」を核として、都市
型農業モデルを実践しています。

今後さらに市内外からの利用者数や売上額を伸ばすため
には、施設の一体的なプロデュースに取り組むとともに最新
情報を絶えず発信する取組が求められています。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【農林振興課】 地元で収穫された食物を地
元で消費してもらうよう、学
校給食での活用、市民産
業交流施設「ここぴあ」での
販売を行っています。食の
安心安全の提供のため継
続していく必要があります。

・農業振興推進事業による
安定供給

地産地消の推進

【農林振興課】 情報発信拠点施設を中心
とした情報発信が弱い状況
です。さらに強化していく必
要があります。

・農業振興等拠点施設管理
運営事業による強化

施設の情報発信を強化

【農林振興課】 地産地消の観点から「ここ
ぴあ」において直売を行って
います。さらに特色のある品
ぞろえが必要です。

・園芸作物種苗事業補助金
や園芸施設ハウス設置事業
補助金を活用した新たな商
品を生産

特色ある商品の品揃えの強
化

【農林振興課】 都市型農業を実践していま
す。さらに利用者数を伸ばし
ていく必要があります。

・収穫体験事業を実施

体験型農園の活用による集
客強化

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



４. 農林業の振興 部（局）名

●林道の適切な維持管理

●林業の担い手の確保・支援

●公共施設への地域材の活用

●カーボンニュートラル等の多角的な林

   業振興施策の展開

●放置林対策として森林境界の明確化

●森林レクリエーションの振興

●森林ボランティアの育成

環境経済部

林業の振興 市が管理する林道の補修や復旧等の必要な維持・改修を
行っています。また、森林保全や林業経営を維持・安定化
させるため、間伐、枝打ち、人工林等の保育事業を生産森
林組合等を中心に推進しています。

林業の担い手不足による森林の荒廃が進み、森林環境が
損なわれているため、森林の適切な管理、育成を推進する
必要があります。また、林業後継者の育成と林業従事者の
確保、地域材の活用を図ることが必要です。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【農林振興課】 森林の荒廃により入山者が
減少しています。入山しや
すいよう林道の維持管理が
必要です。

・森林整備事業による林道
の維持管理

林道の適切な維持管理

【農林振興課】 林業者の担い手不足、高
齢化が進んでいます。担い
手の確保が必要です。

・里山保全基盤整備事業補
助金による地元生産森林組
合の強化

【農林振興課】 森林が持つ多面的機能に
期待がよせられています。
林業施業とあわせて環境へ
の取り組みが必要です。

・特定間伐等促進計画に基
づき間伐を実施

カーボンニュートラル等の多
角的な林業振興施策の展
開

林業の担い手の確保・支援

【農林振興課】 林業が衰退しています。林
業活性のための取り組みが
必要です。

・びわ湖材利用促進事業を
活用し、公共施設から地域
材の活用を推進公共施設への地域材の活

用



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【農林振興課】 企業を始め森林保全に対
する関心が高まっていま
す。ボランティア活動を行う
フィールドが必要です。

・協働の森づくりの啓発事業
を活用した林業施業の活性
とボランティア活動のフィー
ルドを確保

森林ボランティアの育成

【農林振興課】 森林を活用したレクリエー
ションが行われていない状
況です。森林に目を向けて
もらうための活動が必要で
す。

・木工の館を中心とした活動
の展開

森林レクリエーションの振興

【農林振興課】 林業生産活動の低下によ
り、放置された森林が増加
しています。林業施業がし
やすくなるよう境界の明確
化が必要です。

・境界明確化事業による森
林境界の明確化

放置林対策として森林境界
の明確化

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

　　　　製造品出荷額等 5,269億円※１ 7,785億円

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

5,230億円※２

関連計画：湖南市産業振興ビジョン

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

５. 工業の振興

令和４年度

※１ 基準値は平成29年度工業統計調査の値 ※２  令和２年度の値

機械や食品、伝統のある
工芸品等、ものづくりで
まちを活気づけよう



５. 工業の振興 部（局）名

●各種関係機関・各企業との連携強化

●工業振興支援の充実

●マルチ流通拠点施設や産業団地等の構

   想・計画の推進

●企業・大学等の産学官連携および異業

   種連携の機会創出

環境経済部

魅力ある工業の推進 本市の工業は、名神高速道路の開通以来、県下有数の湖
南工業団地を中心に企業が進出し経済発展を支えていま
す。また、湖南市商工会、湖南工業団地協会、湖南市工
業会等の各種関係機関との連携のもと、多様化する消費
動向に対応したものづくりを支援しています。

本市の産業が有する強みや課題を見据え、成長産業の育
成、新商品開発・新技術開発・環境対応を促進し、産学官
の幅広い連携のもと産業の競争力を強化することが求めら
れています。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 湖南市の産業が有する強
みや課題を見据え、産学官
の幅広い連携のもと産業の
競争力を強化することが求
められています。

・成長産業の育成
・新商品開発・新技術開発・
環境対応の促進企業・大学等の産学官連

携および異業種連携の機
会創出

【商工観光労政課】 湖南市の産業が有する強
みや課題を見据え、産業の
競争力を強化することが求
められています。

・物流センターやデータセン
ターなどの流通拠点施設を
誘致マルチ流通拠点施設や産

業団地等の構想・計画の推
進

【商工観光労政課】 湖南市の工業は、名神高
速道路の開通以来、県下
有数の湖南工業団地を中
心に企業の進出がなされ経
済発展を支えることが必要
です。

・業種別などによる組織強
化と併せて技術や情報の取
得に係る各種研修会を実施工業振興支援の充実

【商工観光労政課】 商工会、湖南工業団地協
会、工業会など各種関係機
関との連携のもと、多様化
する消費動向に対応したも
のづくりを支援することが必
要です。

・湖南工業団地協会や湖南
工業会と連携した産業経済
懇話会による研修や連携事
業を実施

各種関係機関・各企業との
連携強化

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



５. 工業の振興 部（局）名

●企業誘致および創業支援制度の充実

●用地確保等の産業立地の支援

●人材育成・雇用の確保支援

環境経済部

新規産業の誘致と人材確保 栗東湖南インターチェンジや国道１号開通による道路網の
充実等のポテンシャルに企業の注目が高まっています。一
方で、製造業の就業者数は少子高齢化や人口減少、多様
化する就労ニーズ等により減少傾向にあります。

安定した雇用構造の構築のため企業や新規起業者の誘
致を積極的に行い、バランスのとれた企業立地に応えると
ともに、労働力の低下やＩＣＴ*化・経済のグローバル*化に
対応するための人材の育成・確保が求められています。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 製造業の就業者数は少子
高齢化や人口減少、多様
化する就労ニーズなどによ
り減少傾向にあります。

・各種施策の活用や相談会
の開催、申請等の支援によ
り雇用の安定に向けた経営
支援事業を実施

人材育成・雇用の確保支
援

【商工観光労政課】 工場等の拡張余地が少な
いので既存事業所の移転、
流出を防ぐことが必要です。

・生産性向上特別措置法に
基づく先端設備導入計画の
認定を支援用地確保等の産業立地の

支援

【商工観光労政課】 企業や新規起業者の誘致
を積極的に行い、バランス
のとれた企業立地に応える
とともに、人材の育成・確保
が求められています。

・創業塾の開催
・創業希望者の掘り起こし
・新規創業者の育成に向け
ての事業を実施
・各種施策の紹介や伴走型
での支援

企業誘致および創業支援
制度の充実

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



５. 工業の振興 部（局）名

●地場産業の情報発信支援

●新たな特産品づくりと産地形成の支援

環境経済部

地場産業の振興 本市には、旧東海道沿いの酒蔵や正藍染・近江木綿、近
江下田焼、近江一閑張等の工芸品があり体験教室の開催
や通販サイトでの情報発信等により、国内はもとより海外か
らも評価されているものもあります。

伝統的工芸品のすばらしさを国内外知ってもらうために情
報発信を強化するとともに、新たなものづくりに対しての支
援が必要です。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 伝統的工芸品の新商品の
開発への取り組みが不十分
です。新たなものづくりに対
しての支援が必要です。

・新規商品の開発や販売に
向けた事業活動を展開する
ことで、新たな販路開拓と販
売促進を強化

新たな特産品づくりと産地
形成の支援

【商工観光労政課】 伝統的工芸品のすばらしさ
を国内外知ってもらうために
情報発信に課題があるので
ＰＲが必要です。

・酒蔵や伝統的工芸品の情
報発信支援事業として各種
の商談会や販売促進に向け
た機会提供
・効果的な施策活用による
支援

地場産業の情報発信支援

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



５. 工業の振興 部（局）名

●環境マネジメントシステムの認証取得へ

   の情報提供と支援

●環境調和型産業の育成支援

●景観形成や緑地の確保への支援

環境経済部

環境に配慮した企業活動支援 市内に立地する企業はＣＳＲ（企業の社会的責任）に基づ
き、地域社会と共存共栄するため周辺環境に配慮した企
業活動が行われています。

景観に配慮した施設の設置や緑地の確保等周辺環境との
調和に配慮した企業活動が求められています。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 景観に配慮した施設の設置
が課題です。周辺環境との
調和に配慮した企業活動の
啓発と支援が必要です。

・景観形成と樹木の育成の
ために施肥作業を実施し、
樹木の成長を維持景観形成や緑地の確保へ

の支援

【商工観光労政課】 景観への配慮や緑地の確
保など、周辺環境との調和
に配慮した企業活動の啓発
と支援が必要です。

・地域のエネルギー施策等
とも連携して、環境に配慮し
た産業の育成を支援環境調和型産業の育成支

援

【環境政策課】 市内に立地する企業はCSR
（企業の社会的責任）に基
づき、地域社会と共存共栄
するため周辺環境に配慮し
た企業活動が行われていま
す。

・環境対策への施策周知
・事業者への支援策の活用
を推進環境マネジメントシステムの

認証取得への情報提供と
支援

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

甲賀ハローワークでの新規求人数 14,400人 17,200人

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

10,920人

関連計画：湖南市就労支援計画、人権擁護総合計画、男女共同参画アクション計画

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

６. 雇用の促進と勤労者福祉の充実

令和４年度

みんなが働ける場所を
見つけよう



６. 雇用の促進と勤労者福祉の充実 部（局）名

●市内企業の情報発信の支援

●合同企業説明会の開催

●企業と教育機関のマッチング支援

●キャリア教育や資格取得の支援

環境経済部

就労支援の推進 情報サイト「企業ガイド」や情報冊子により、市内のものづくり
産業を知る機会を増やすとともに、企業説明会を甲賀市と
合同で行い、就職の機会を提供しています。また、求職者
の資格取得支援により就労を推進しています。

市内の求職者に対する市内の企業情報の発信支援や、合
同企業説明会の開催等、中小企業の雇用を確保するため
の取組を継続的に支援していくことが求められています。ま
た、官学民連携による就労支援、女性や中途採用をめざ
す人等に対するスキルアップの支援が必要です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 女性や中途採用をめざす
人等に対するスキルアップﾟ
の支援や、求職者の資格取
得支援により、就労を推進
していく必要があります。

・女性の定着就労支援スキ
ルアップ講座等の開催

キャリア教育や資格取得の
支援

【商工観光労政課】 官学民の連携により、就労
を支援する仕組みがありま
せん。

・官学民の連携による就労
支援を検討

企業と教育機関のマッチン
グ支援

【商工観光労政課】 中小企業の雇用を確保す
るための取組を、継続的に
支援していくことが必要で
す。

・大学等の卒業者や若年求
職者としたＪＯＢフェア、障が
い者等を対象にした障がい
者就職説明会を、甲賀市と
合同で開催

合同企業説明会の開催

【商工観光労政課】 市内の求職者に対して、市
内の企業情報を発信し、支
援することが必要です。

・情報冊子や企業ガイドサイ
トによる情報発信

市内企業の情報発信の支
援

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



６. 雇用の促進と勤労者福祉の充実 部（局）名

●子育て中の求職活動の支援

●働き方改革の推進

●テレワークのためのＩＣＴ環境の整備

●高齢者や外国人の就労支援、技能の活用

●障がい者就労情報センターによる支援強化

環境経済部

多様な働き方の推進 少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少が進む中、働く
方々がそれぞれの事情に応じた多様な働き方を選択でき
るよう、それぞれが抱える障壁を解消できる環境整備を推
進しています。

ライフステージに応じた多様な働き方の選択や、働き方改
革の推進によるワーク・ライフ・バランスの実現に向けた支
援が求められています。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 シルバー人材センターの事
業を支援するなど、高齢者
や外国人の就労支援を行う
ことが必要です。

・湖南市シルバー人材セン
ターへの補助

高齢者や外国人の就労支
援、技能の活用

【商工観光労政課】 働く方々がそれぞれが抱え
る障壁を解消できるよう、環
境整備を推進することが必
要です。

・就労支援としてのＩＣＴ環境
の整備を検討

テレワークのためのＩＣＴ環境
の整備

【商工観光労政課】 リーダーや中堅職員の、部
下に対するコミュニケーショ
ンスキルを高め、部下のや
る気を引き出すコーチング
の面白さを教えることが必
要です。

・女性活躍推進セミナーの
開催

働き方改革の推進

【商工観光労政課】 出産等により一旦離職した
女性が、再度就職や復職を
するに当たり、子育てと仕事
を両立しながら、自分らしく
働けるようにすることが必要
です。

・女性の再就職セミナーなど
の開催

子育て中の求職活動の支
援

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【商工観光労政課】 障がい者の就労を支援する
ため、障がい者通所施設等
で構成する障がい者就労
情報センター運営協議会を
支援する必要があります。

・湖南市障がい者就労情報
センター運営協議会への補
助障がい者就労情報センター

による支援強化



６. 雇用の促進と勤労者福祉の充実 部（局）名

●福利厚生事業、労働環境整備の推進

環境経済部

勤労者福祉の充実 勤労者福祉施設を中心に、市民や勤労者の交流を促進
するとともに、サークル活動の場所の提供や教養講座等を
開催しています。また、中小企業に対しては、「一般社団法
人　甲賀湖南中小企業福利サービスセンター」が福利厚
生を支援しています。

社会参画の促進、青少年の健全な育成、女性の自立およ
び労働生産性の向上のための継続した支援が必要です。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 甲賀市・湖南市内の中小
企業を対象にした勤労者互
助会組織を支援する必要
があります。

・甲賀湖南中小企業福利
サービスセンターへの補助

福利厚生事業、労働環境
整備の推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



６. 雇用の促進と勤労者福祉の充実 部（局）名

●企業内人権の細やかな啓発、研修の推進

●企業の自発的な取組への支援

環境経済部

企業内人権啓発の推進 市内の企業・事業所で組織する「湖南市企業・事業所人
権啓発推進協議会」により、企業内におけるあらゆる人権
問題について、企業自らが主体的に人権尊重の取組を推
進しています。

企業のＣＳＲに基づき、就職の機会均等に基づく適正な採
用選考、就職困難者等の雇用、学卒者の進路保障、企業
内へのあらゆる人権問題について企業の理解を促すため
に継続的な啓発や支援が必要です。

施策4



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 企業・事業所内での人権啓
発をおこなってもらうよう、講
師の派遣や人権ＤＶＤ等の
貸出しを行う必要がありま
す。

・企業・事業所人権啓発推
進協議会への補助

企業の自発的な取組への
支援

【商工観光労政課】 企業人権啓発推進員を設
置し、事業所内公正採用選
考・人権啓発を行ったり、企
業・事業所人権啓発推進
協議会を設置し、研修等を
推進する必要があります。

・事業所内公正採用選考・
人権啓発事業

企業内人権の細やかな啓
発、研修の推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

「ここぴあ」の年間売上高 168百万円 227百万円

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

169百万

※１ 基準値は平成29年度工業統計調査の

関連計画：湖南市産業振興ビジョン、湖南市都市計画マスタープラン

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

７. 商業の振興

令和４年度

売る人も買う人も
満足できるお店をつくろう



７. 商業の振興 部（局）名

●地域性に応じた土地利用の誘導

●商業・サービス機能の集積・充実

●地元商業団体との連携・支援

環境経済部・都市建設部

魅力ある商業の推進 既存の商店街や新規参入した大型店舗等、それぞれ商業
形態の特性を踏まえ、湖南市商工会等の関係団体と連携
して商業の振興に取り組んでいます。

地域、商業者、関係機関との協働により、専門性と個性あ
ふれる魅力ある商業振興を構想・計画し、自然や景観等
の地域資源との調和を図りながら進めることが必要です。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

商業・サービス機能の集
積・充実

【商工観光労政課】 地域、商業者、関係機関と
の協働により、専門性と個
性あふれる魅力ある商業振
興を構想・計画し、自然や
景観など地域資源を生かし
た調和を図りながら進める
必要があります。

・各商店街抽選会イベントの
開催

地元商業団体との連携・支
援

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【都市政策課】 都市計画の見直しや農業
施策との整合性、民間との
調整を得ながら土地利用に
おける熟度性をはかる必要
があります。

都市計画法に基づく区域区
分および用途地域による誘
導を基本としつつ、諸計画に
位置づけのあるものについて
は、市街化調整区域におけ
る地区計画制度の活用を検
討する。

地域性に応じた土地利用の
誘導

【商工観光労政課】 既存の商店街や新規参入
した大型店舗など、それぞ
れ商業形態の特性を踏ま
え、商工会など関係団体と
連携して商業の振興に取り
組む必要があります。

・クーポンチラシの配布等商
工会と連携して事業実施



７. 商業の振興 部（局）名

●個性ある商店街づくりへの支援

●小規模事業者持続化および新規創業事業

   者への支援

●事業承継、人材育成の支援

●空き店舗や空き家の商業利用の推進

●ふるさと納税制度を活用した販路開拓

●地域商品券による地域振興の推進

大型店舗との共存を図りながら、既存商店街の活気を取り
戻すためには、若者のチャレンジや創業への支援、イノベー
ションの促進による経営の安定化、新規事業者の参入への
支援が必要です。

環境経済部・総合政策部・都市建設部

個性を生かした商店街の推進 大型店舗の参入が本市の雇用や販売額に貢献している一
方で、既存商店の衰退が懸念されています。ふるさと納税
制度を活用した販路開拓や地域商品券による地域振興を
推進しています。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【商工観光労政課】 大型店舗との共存が課題で
す。経営の安定化、新規事
業者の参入への支援が必
要です。

・セミナー等により創業者を
掘り起こし育成

個性ある商店街づくりへの
支援

【商工観光労政課】 小規模事業者の経営は経
済状況に応じて大きく左右
されます。大型店舗との共
存とともに既存商店街の活
気を取り戻す支援が必要で
す。

・商工会との連携した支援

空き店舗や空き家の商業
利用の推進

【住宅課】 新たな働き方の環境の創
出としてコワーキングスペー
スなどそれぞれの地域に応
じた地域コミュニケーション
の場としての活用を推進す
る必要があります。

・地域の活性化に資する空
家の改修に対し湖南市空家
活用支援事業補助金を交
付

小規模事業者持続化およ
び新規創業事業者への支
援

【商工観光労政課】 大型店舗との共存が課題で
す。若者のチャレンジや創
業への支援、イノベーション
の促進への支援が必要とさ
れます。

・わかりやすい創業塾を開催

事業承継、人材育成の支
援



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

地域商品券による地域振
興の推進

【地域創生推進課】 コロナ禍におけるネット取引
が拡大されており、ふるさと
納税制度を活用した販路
開拓のためポータルサイト
への登録支援などが必要で
す。

・ふるさと納税返礼品の登録
および魅力向上なとトータル
支援ふるさと納税制度を活用し

た販路開拓

【商工観光労政課】 大型店舗の参入が本市の
雇用や販売額に貢献してい
る一方で、既存商店の衰退
が懸念されています。

・小規模店に配慮した湖南
市地域応援券を配布

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



目標指標名 基準値（令和元年度） 目標値（令和７年度）

観光入込客数（暦年） 631,800人 835,800人

令和３年度

実績値 ９月末現在実績 年度末実績

514,000人

関連計画：湖南市産業振興ビジョン

みんなで共に進めるしくみをつくろう
～人権尊重と自立・自助、共助のまちづくり～

８. 観光の振興

令和４年度

天然記念物ウツクシマツ自生地や
湖南三山、東海道五十三次の石部宿等
まちの自然や歴史、文化で楽しんでもらおう



８. 観光の振興 部（局）名

●市民、地域、関係団体との協働による

   観光資源の発掘、イベントの推進

●体験型観光の推進

●官民連携による宿泊施設の充実

●観光ボランティア等の観光資源にかか

   わる人材の育成

●特産品・地場産品振興の推進

●伝統工芸の振興支援

●観光客のニーズに合わせたサービスの充実

環境経済部

地域資源を活かした
観光・交流の創出

本市には、国宝の建造物を持つ湖南三山をはじめとする数
多くの歴史的遺産や「平松のウツクシマツ自生地」等の自
然遺産、各種のイベントや伝統工芸等、多彩な観光資源
があります。

観光収入や滞在時間の増加につなげるため、市民・事業
者等が積極的に観光産業にかかわり、市内外へ魅力を推
奨したくなるしくみづくりや各観光資源等にかかわる人を増
やす取組を推進する必要があります。

施策1



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 観光ボランティア等の高齢
化や後継者不足が課題と
なっています。若い人へ観
光ボランティアの意識醸成
が必要です。

・観光協会主催による観光
ボランティア団体への研修
事業を実施観光ボランティア等の観光

資源にかかわる人材の育成

【商工観光労政課】 現状として観光客の利用が
少なく、観光振興へのニー
ズが低いのが現状です。さ
らなる観光振興が必要で
す。

・魅力ある観光事業を発信
し、観光客の増加に努め宿
泊ニーズを促進官民連携による宿泊施設の

充実

【商工観光労政課】 自然に親しむことを目的に
平成31年度から協働により
トレイルラン＆ウォークを実
施しています。イベントの定
着、向上にむけ継続的な取
り組みが必要です。

・市民、地域、関係団体との
協働により構成されている実
行委員会に参画することに
より事業を支援

体験型観光の推進

【商工観光労政課】 地域の歴史や文化などの
観光資源を活用した観光
振興ができていません。

・市民、地域、関係団体との
協働により構成されている実
行委員会に参画することに
より事業を支援
・資料館を活用したイベント
の推進

市民、地域、関係団体との
協働による観光資源の発
掘、イベントの推進

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【商工観光労政課】 伝統野菜や地場産品の知
名度がまだまだ低いため多
様な商品開発が進んでいま
せん。知名度を上げるため
のプロモーションが必要で
す。

・「弥平とうがらしのスタンプ
ラリー」や「地場産品を使っ
た料理コンテスト」、「酒蔵め
ぐりフェア」などを開催するた
め観光協会へ事業補助金
を支出

特産品・地場産品振興の
推進

【商工観光労政課】 後継者不足が課題となって
いるため、伝統工芸の振興
に向けた取り組みが必要で
す。

・「十二坊温泉ゆらら」の体
験工房において藍染と下田
焼の体験事業を実施伝統工芸の振興支援

【商工観光労政課】 自然に親しむ観光イベント
のニーズが高まっていま
す。「湖國十二坊の森」周
辺を活用した取り組みの推
進を図る必要があります。

・「トレイルラン＆ウォーク」等
イベントの開催について実行
委員会に参画観光客のニーズに合わせた

サービスの充実



８. 観光の振興 部（局）名

●公共施設や各種団体と連携した地域固

   有の観光情報発信の強化

●ホームページ・ＳＮＳ・アプリ等インターネット

   媒体の積極的な活用

●外国人観光客受入れのための情報環境の

   整備

●市内および都市圏の観光情報発信拠点の

   活用

●市内で開催されるイベント等の情報発信支援

環境経済部

観光情報の発信 イベントや四季等に応じた観光パンフレットの作成やホーム
ページ・ＳＮＳ*・観光アプリ*を通して、情報発信を行ってい
ます。また、都市圏の情報発信拠点でのパンフレットの設置
や特産品販売を行っています。

魅力的な観光地としての認知度を高めるため、多様な手
法を用いた効果的な情報戦略が求められています。

施策2



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 十二坊温泉ゆらら内にある
「こにゃんプラザ」での観光
案内や首都圏ある「ここ滋
賀」を活用したPRに努めて
いるが、さらなる有効な情報
発信が必要です。

・発信拠点を有効活用した
観光情報の発信

市内および都市圏の観光
情報発信拠点の活用

【商工観光労政課】 湖南三山の観光パンフレット
英語版を作成し発信してい
ますが、外国人観光客に向
けた情報発信の整備が必
要です。

・多言語観光情報サイトによ
る発信
・Guidoorを活用した湖南市
の観光情報の発信

外国人観光客受入れのた
めの情報環境の整備

ホームページ・ＳＮＳ・アプリ
等インターネット媒体の積極
的な活用

【商工観光労政課】 地域固有の観光資源を発
信する拠点が少ない状況で
あり、各地域のまちづくり協
議会などとの連携が必要で
す。

・観光協会への補助
・観光協会とまちづくり協議
会との連携による「ひな人形
展」を実施。

公共施設や各種団体と連
携した地域固有の観光情
報発信の強化

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【商工観光労政課】 ホームページ・SNS・アプリ
等で情報発信を行っていま
すが、様々なニーズがある
ことから多様な情報発信方
法が必要です。

・広報誌、ホームぺージ、
SNS、アプリ等様々な手法を
有効活用



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

担当課・施策内容 現状・課題 実施事業 成果 今後の方向性

【商工観光労政課】 イベントはポスター、チラシ、
観光協会HP等で告知して
いますが、集客効果を高め
ていくためより改善していく
必要があります。

・市の広報媒体であるHPや
SNS、アプリ等様々な手法を
活用した情報発信市内で開催されるイベント

等の情報発信支援



８. 観光の振興 部（局）名

●十二坊温泉ゆらら、湖南三山等を核と

   した歴史文化をつなぐ観光モデルコー

   スの 整備

●市内三駅を中心とした観光アクセスの

   充実

●観光アプリによる情報の一元化・ネッ

   トワーク化の推進

●広域観光の連携体制の強化

環境経済部・総合政策部

観光ルートの整備 観光客の受入れ態勢の充実のため、地域や観光協会等と
の協働で観光資源の周辺環境の整備を進めるとともに、市
内全域を観光地としたモデルコースの設定、観光案内看
板の整備とともに、ハイキングマップ等を作成し、観光案内
施設等に配置しています。

観光地の動線や世代を意識した見どころ等を分析し、それ
ぞれの観光客の目線に合わせた観光ルートの設定が求め
られています。

施策3



<施策進捗管理シート>

達成度

（達成度）　Ａ：計画どおり達成　Ｂ：計画を80％達成　Ｃ：計画を50％以上達成　Ｄ：計画の達成が50％未満

【商工観光労政課】 甲賀市、竜王町、栗東市と
の広域連携を行っています
が、さらなる観光資源の活
用による活性化が必要で
す。

・こにゃん街道観光キャン
ペーン
・東海道酒蔵めぐり広域観光の連携体制の強

化

【秘書広報課】 平成30年4月から湖南市
公式アプリ「こなんいろ」の
運用が開始されましたが、
観光情報の登録が少なく、
利用が少ない現状です。

・アプリ登録者の推進・観光
情報（観光情報に位置づけ
られるすべての情報）につい
て、各担当課にアプリへの情
報登録の啓発

観光アプリによる情報の一
元化・ネットワーク化の推進

【商工観光労政課】 JR草津線やバスの運行本
数が限られており、イベント
等の開催時には対応しきれ
ていません。駅からシャトル
バスを用意するなどの対策
が必要です。

・多くの来場がある「トレイル
ラン＆ウォーク」では甲西駅
からシャトルバスを運行市内三駅を中心とした観光

アクセスの充実

【商工観光労政課】 観光スポットとして訪問が多
い「十二坊温泉ゆらら」、
「湖南三山」ですが、交通ア
クセスが限られており、集客
に限界があります。市内各
駅からの二次アクセスの改
善が必要です。

・「トレイルラン&ウォーク」や
「湖南三山」等のイベント開
催時にはシャトルバスを運行
するなどの円滑な移動を実
施。また、コースのなかに資
料館をいれることを検討。

十二坊温泉ゆらら、湖南三
山等を核とした歴史文化を
つなぐ観光モデルコースの
整備
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